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集

刷

編

印

時

会
館
者
中
心
に

轄
の
芸

活

芸
術
文
化
の
秋
を
迎
え
、
新
装
成
っ
た
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
大
洗
荒
磯
太
鼓
発
表
会
、
県
立
大
洗
高
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
、

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
に
よ
る
力
県
民
芸
術
鑑
賞
の
集
い
H

等

、

大

き

な

イ

ベ

ン

ト

が

矢

つ

ぎ

ば

ゃ

に

開

催

さ

れ

、

聴

衆

に

大

き

な

い
ま
す
。

感
動
を
与
え
な
が
ら
地
域
の
人
々
に
芸
術
文
化
の
新
風
を
吹
き
こ
ん
で

第

1
囲

大
洗
荒
磯
太
鼓
発
表
会

9
月
お
司
開
催

荒
磯
太
鼓
は
、
観
光
の
町
大
洗
に
新

し
い
名
物
を
F
-
と
い
う
こ
と
で
、
商
工
会

青
年
部
有
志
の
方
々
が
中
心
と
な
り
、

昭
和
弘
年
に
発
足
、
現
在
、
「
怒
湊
太

鼓
」
な
ど
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
日
出
を
数

え
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
演
奏
活
動
も

ハ
ワ
イ
で
の
海
外
演
奏
を
は
じ
め
、
町

内
の
各
種
行
事
な
ど
に
も
特
別
出
演

し
、
人
気
を
よ
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の

発
表
会
で
も
ロ
ー
カ
ル
色
も
豊
か
に
、

と
き
に
は
幻
想
的
な
、
美
し
く
変
化
す

る
大
ホ

l
ル
の
舞
台
を
い
っ
ぱ
い
に
使

っ
て
、
一
豪
快
な
太
鼓
の
響
で
聴
く
人
を

魅
了
し
、
町
民
の
心
の
中
に
郷
土
意
識

と
連
帯
の
強
い
併
を
よ
み
が
え
ら
せ
て

い
ま
し
た
。

第

8
回
定
期
演
奏
会

県
立
大
洗
高
校
吹
奏
楽
部

問
月
行
日
開
催

地
一
冗
、
大
洗
高
校
の
吹
奏
楽
部
と
い

え
ば
、
そ
の
実
力
は
県
内
外
で
も
高
く

評
価
さ
れ
、
昨
年
度
は
県
代
表
校
と
し

て
全
両
高
校
綜
合
文
化
祭
に
も
出
場
す

る
な
ど
大
き
な
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

臼
夜
練
習
に
励
む
部
員
の
皆
さ
ん
の
年

間
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
定
期
演
奏

会
が
あ
り
ま
す
が
、

8
回
目
を
迎
え
た

今
回
は
、
華
や
か
な
ホ

l
ル
大
舞
台
で

の
開
催
と
な
り
、
客
席
も
ほ
ぼ
埋
め
つ

く
す
約
八

O
O名
に
近
い
穂
衆
が
入
場

す
る
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
部
か
ら
一
二
部
に
わ

た
り
、
現
在
プ
ロ
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
O
Bな
ど
を
交
え
て
、
和
や
か
に
楽

し
い
雰
囲
気
の
中
で
、
人
と
人
と
の
心

の
ふ
れ
合
い
を
感
じ
き
せ
る
演
奏
会
と

な
り
、
終
了
後
も
度
重
な
る
ア
ン
コ
ー

ル
に
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
曲
も
な
く
な
る

一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

「
県
民
芸
術
鑑
賞
の
集
い
」

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

叩
月
お
日
開
催

日
本
を
代
表
す
る
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と
指
揮
者
手
塚
幸
紀

さ
ん
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
島
田
祐
子
さ
ん

等
一
流
入
を
招
い
て
の
か
県
民
芸
術
鑑

賞
の
集
い
々
が
大
洗
町
で
盛
大
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
優
れ
た
芸
術
文
化
に
接
し

た
い
と
い
う
県
民
の
欲
求
に
応
え
、
豊

か
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
、
燥
の
文
化
振
興
事
業
の
一
環
と

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
の
喜
歌
劇
「
こ
、
つ
も
り
」
序
曲
に

は
じ
ま
り
、
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
「
ス
ラ

ヴ
舞
曲
第
1
番
・
第
山
番
」
な
ど
6
曲

か
ら
な
る
第
1
部
と
、
日
分
間
の
休
憩

を
は
さ
ん
で
の
、
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
「
交

響
曲
第
9
番
ホ
短
調

H

新
世
界
よ
り
に

の
第
2
部
か
ら
な
り
、
格
調
の
高
い
、

生
演
奏
の
迫
力
に
聴
衆
の
皆
さ
ん
も
心

ゆ
く
ま
で
よ
い
し
れ
、
感
動
の
拍
手
は

い
つ
ま
で
も
会
場
を
い
っ
ぱ
い
に
つ
つ

み
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

このように税金はわたしたちの生

活をより豊かに暮らしやすくするた

めに使われています。

11月11日から 1遊間は「税を知る

週間」です。税金は、社会生活を営

む上でなくてはならないものであり、

社会の構成員であるわたしたちが負

担しなけれは、ならない「会費」みた

いなものであると言えましょう。

「税を知る週間」を機会に、税の仕

組みや使いみちを疋しく理解し、税

の大切さを考えてみましょう。

みなさんは税金についてどのよう

な関心をお持ちですか? 総理府の

世論調資(昭和田年10月調査)によ

りますと、約70%の人が自分の負担

する税金や税金の使われ方、仕組み

などに関心を持っています。しかし、

税金がどのように使われているかは

意外と分かりにくいものです。

わたしたちの身近なところで使わ

れている税金を見てみると、道路、公

問、下水道の建設に使われたり、学

校教育のために役立てられています。

木
枯
ら
し

木
枯
ら
し
1

炭

と

い

う

文

学
も
あ
り
ま
す
。
当
用
漢
字
で
は
な

い
の
で
、

A
7
は
使
い
ま
せ
ん
が
、
な

ん
と
な
く
木
の
葉
を
枯
ら
す
風
と
い

う
雰
間
気
の
文
字
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
木
枯
ら
し
の
吹
き
始

め
る
の
は
い
つ
ご
ろ
か
、
気
象
庁
お

天
気
相
談
所
で
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
春
一
番
と
か
木
枯
ら
し
一
号
が

い
つ
吹
く
か
は
、
も
ち
ろ
ん
場
所
に

よ
り
年
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
そ

れ
に
、
実
は
、
ど
れ
が
春
一
番
か
木

枯
ら
し
一
号
か
は
、
厳
密
な
基
準
に

基
づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
私
ど
も

の
ほ
う
で
も
積
極
的
に
発
表
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
要
望
が
あ
る
の
で
、
ご
参

考
ま
で
に
発
表
し
て
い
る
よ
う
な
も

の
で
し
て
:
・
:
・
」
。

(税を知る週間11月竹自""'17日!
この社会あ本たの税が生;きている

と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
五
年
ほ
ど

の
東
京
の
木
枯
ら
し
一
号
の
吹
い
た

日
を
教
、
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
木
枯
ら
し
一
号

の
吹
い
た
臼
は
、
五
十
六
年
十
一
月

二
十
八
日
、
五
十
五
年
十
月
一
二
十
一

日
、
五
十
四
年
十
二
月
二
日
、
五
十

三
年
十
一
月
九
日
、
五
十
二
年
十
二

月
二
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
か
な
り

の
パ
ラ
つ
き
の
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
が
、
晩
秋
か
ら
初
秋
に
か
け
て

と
い
う
と
こ
ろ
で
し
よ
う
か
。

木
枯
ら
し
が
吹
き
始
め
る
と
冬
の

火
災
シ
ー
ズ
ン
。
今
年
も
十
一
月
二

十
六
日
か
ら
十
二
月
ニ
日
ま
で
「
全

国
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が
行
わ
れ

ま
す
。お

互
い
に
注
意
し
て
火
事
を
出
き

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。



らあおお 第13H号(2)

大
洗
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
な
う
選
挙
に
つ
い
て
は
、
去
る

叩
月
2
日
告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
選
挙

に
よ
る
委
員
定
数
日
名
に
対
し
て
、
立

候
補
者
の
届
出
が
日
名
で
定
数
を
超
え

な
い
た
め
、
無
投
票
当
選
と
決
定
し
ま

し
た
。委

員
は
こ
の
ほ
か
に
、
選
任
に
よ
る

委
員
5
名
(
議
会
が
推
せ
ん
し
た
学
識

経
験
者
4
名
、
農
業
協
同
組
合
推
せ
ん

l
名
)
が
加
わ
り
却
名
で
構
成
さ
れ
、

任
期
は
昭
和

ω年
江
月
2
日
ま
で
の
3

年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

。
選
挙
に
よ
る
委
員
(
日
名
)

深

作

惣

治

制

歳

(

磯

浜

)

内

山

光

正

九

歳

(

祝

町

)

土

地

繁

雄

臼

歳

(

磯

浜

)

深

作

伊

佐

男

臼

歳

(

成

問

)

t .... 

9
同
月
紅
白
か
ら
初
日
ま
で
、
昭
和
計

年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
が
、
当
防
に
お
い
て
も
、
釘

交
通
安
全
対
策
協
議
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
①
歩
行
者
、
自
転
車
、
特
に
子
供

と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
、
②
無
謀
運

転
の
防
止
、
③
二
輪
車
利
用
者
に
対
す

る
指
導
の
徹
底
、
④
カ

i
ブ
事
故
、
右

左
折
事
故
、
出
ム
口
頭
事
故
防
止
の
た

め
の
道
路
交
通
環
境
の
装
備
、
の
四

つ
の
運
動
を
重
点
目
標
に
か
か
げ
、
広

く
町
民
に
交
通
安
全
怠
想
、
交
通
道

徳
の
徹
底
を
図
る
運
動
が
行
な
わ
れ
ま

大

し
た
。県

民
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
あ
な
た
が

築
く
交
通
安
全
」
皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と

り
の
手
で
交
通
事
故
の
無
い
明
る
い
前

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ー
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
事
業

l

①
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
日
運
動
街
頭
活
動

②
車
両
パ
レ
ー
ド

③
テ
ン
ト
村
作
戦

④
交
通
安
全
決
起
大
会
の
参
加

⑤
街
頭
立
硝
指
導

⑥
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
-
標
語
の
展
示

ム一品

先

町
農
業
委
員
決
ま
る

昭和57年11F.l 1日

深

之

関

正

清

宮

芳

井

上

譲

関
畑
山
喜
衛
門

深
作
品
盟
一
雄

清

宮

正

小

野

崎

総

一

茂

木

隆

樹

清

水

多

喜

小

野

瀬

俊

市

。
選
任
に
よ
る
委
員

伊

藤

栄

亀

山

清

菅

原

禰

郡

司

蒸

杉

山

茂
作

'r'f 

印
歳
(
成
田
)

臼
歳
(
成
田
)

計
歳
(
成
田
)

日
歳
(
神
山
)

槌
歳
(
大
賞
)

回
歳
(
成
田
)

日
歳
(
成
閏
)

日
歳
(
祝
町
)

臼
歳
(
大
賞
)

日
歳
(
磯
浜
)

日
歳
(
大
賞
)

ピ'"フIミ

日
歳
(
祝
町
)

侃
歳
(
神
山
)

日
歳
(
成
凹
)

九
歳
(
成
田
)

ω歳
(
成
田
)

(
敬
称
略
)

話青

海
水
浴
事
業
に
対
す
る

協
力
者
を
表
彰

去
る
9
同
月
却
臼
、
町
長
室
で
今
年
度

の
海
水
浴
一
卒
業
に
対
す
る
協
力
者
の
方

方
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
送
く
ら
れ
ま

し
た
。表

彰
の
対
象
と
な
っ
た
方
は
、
長
年

勤
務
の
監
視
員
及
び
優
良
ア
ル
バ
イ
ト

の
高
校
生
、
安
全
施
設
用
資
材
の
寄
贈

者
、
長
年
に
わ
た
っ
て
公
衆
健
所
の
清

掃
奉
仕
者
、
身
の
危
険
も
か
え
り
み
ず
、

人
命
を
救
助
さ
れ
た
方
々
が
、
今
回
の

表
彰
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

表
彰
者
の
方
は
次
の
通
り
で
す
。

@
長
年
勤
務
者

溺
監
視
長
佐
久
間
行
夫
さ
ん

監

視

員

関

根

勝

さ

ん

@
優
良
ア
ル
バ
イ
ト
学
生

大

賞

町

酒

井

洋

子

さ

ん

⑧
安
全
施
設
用
資
材
寄
婚
者

大

賞

町

@
清
掃
奉
仕
者

大

賀

町

⑧
人
命
救
助
者

若
波
会
代
表

那
珂
湊
市

米
川
直
次
郎
ん
ん

泊
山
出
マ
サ
さ
ん

高

倉

実

さ

ん

大
内
庸
雄
さ
ん

る
も
の
で
、
し
か
も
学
年
が
上
に
な

る
に
つ
れ
て
重
要
度
が
惜
惜
し
て
き
ま

す
。
で
す
か
ら
、
小
学
生
の
こ
ろ
に

読
書
の
期
間
慣
が
定
潜
す
る
か
ど
う
か

は
非
常
に
大
切
な
問
題
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
本
を
読

ま
せ
た
い
、
本
の
好
き
な
子
供
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
親
は
多
い
の
で

す。
そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
か
。
あ
る
父
裁
は
新
聞
の

児
童
向
け
図
書
の
紹
介
記
事
を
い
つ

大洗町宙人福祉協会

去
る
9
月
刊
日
、
中
央
公
民
館
の
和

室
に
於
い
て
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
針
の
無

料
奉
仕
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
敬
老
の
日
を
中
心
に
、
毎
年

ω歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
方
を

対
象
に
、
幻
年
間
に
わ
た
っ
て
続
け
ら

れ
て
い
る
大
洗
町
盲
人
福
祉
協
会
(
井

上
栄
三
郎
会
長
・
会
員
口
名
)
の
皆
き

で
す
。読

書
好
き
に
な
る
た
め
に
は
、
本

を
読
む
こ
と
の
楽
し
さ
が
体
得
さ
れ

て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
親
自

身
が
週
刊
誌
で
は
な
い
本
を
読
み
、

時
々
は
そ
の
本
の
内
容
を
家
庭
の
話

題
に
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
庭
教
育
の
特
徴
は
親
の
何
気
な

い
態
度
や
習
慣
が
子
供
に
模
倣
さ
れ

る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
読

書
に
つ
い
て
も
こ
の
こ
と
は
当
て
は

ま
り
ま
す
。
税
が
自
分
の
子
供
の
時

b
p
j
A

に
読
ん
だ
本
の
話
を
し
た

と

父

親

り

、

殺

が

読

書

を

し

て

い

た
け
と
し
る
姿
を
子
供
が
見
る
こ
と

叩

氏

令

久

一
一
一
止
イ
ー
に
よ
っ
て
、
子
供
は
本
に

親
し
む
き
っ
か
け
を
つ
か
む
こ
と
が

多
い
の
で
す
。

〔
東
京
都
立
大
学
教
授
・
心
理
学
)

本
ば
か
り
読
ん
で
い
て
少
し
も
外

で
遊
ば
な
い
と
一
言
わ
れ
る
子
供
も
少

し
は
い
ま
す
が
、
こ
の
子
は
ち
っ
と

も
本
を
読
ま
な
い
と
親
を
嘆
か
せ
る

子
供
の
ほ
う
が
は
る
か
に
多
い
と
思

い
ま
す
。
小
学
生
く
ら
い
の
子
供
で

学
校
の
図
書
室
や
近
く
の

f
i
i
;
:
}
3
1

公
立
の
図
書
館
か
ら
次
々
二
人
削
量

E
O
警

に
本
を
借
り
て
き
て
、
か

な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
読
破

し
て
い
く
者
も
い
れ
ば
、
教
科
書
以

外
の
本
は
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
と
い

う
子
供
も
い
ま
す
。

歴
史
・
伝
記
・
文
学
・
間
関
険
物
語
、

生
物
の
話
、
天
文
学
の
話
な
ど
多
方

而
に
わ
た
っ
て
読
書
を
続
け
て
い
く

子
供
は
、
や
は
り
将
来
が
楽
し
み
な

子
供
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
文

学
を
読
ん
で
内
容
を
理
解
す
る
力
、

こ
れ
を
読
解
力
と
言
い
ま
す
が
、
読

解
カ
は
す
べ
て
の
学
習
の
基
礎
に
な

た

〈

ま

詫

摩

も
注
意
し
て
い
て
、
こ
れ
は
と
思
う

本
が
あ
る
と
自
分
で
貰
っ
て
き
て
子

供
に
与
、
ぇ
、
読
む
こ
と
を
勧
め
て
い

ま
す
。
世
界
文
学
金
集
な
ど
を
子
供

部
屋
に
並
べ
て
、
「
読
み
な
さ
い
。
読

み
な
さ
い
」
と
一
言
っ
て
い
る
親
も
い

ま
す
。
し
か
し
実
際
に
は
、
こ
の
よ

う
な
方
法
で
は
読
書
は
好
き
に
な
り

ま
せ
ん
。
い
ま
の
子
供
た
ち
は
、
テ

レ
ビ
は
よ
く
見
て
も
7

ン
ガ
以
外
の

本
に
は
あ
ま
り
関
心
を
向
け
な
い
の

民会

ん
の
奉
仕
に
よ
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
!
ル

で
水
産
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
カ

ラ
オ
ケ
大
会
」
も
行
な
わ
れ
て
い
た
だ

け
に
利
用
者
も
多
く
、
奉
仕
者
の
皆
さ

ん
は
、
お
年
寄
り
た
ち
と
世
間
話
し
を

し
な
が
ら
わ
き
あ
い
あ
い
と
奉
仕
に
励

み
お
年
寄
り
の
方
々
に
大
変
よ
ろ
こ
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

、
弐
拾
万
円
也

大
洗
町
遺
族
会

会

長

石

崎

七

郎

殿

東
光
ム
ロ
閤
地
務
備
事
業
費
用
の

部
と
し
て
、
町
に
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

文化財保護強調週間

11 月 1 自 ~7 日

一一H 郷土の文化財を守ろう

。
新
築
家
屋
の
調
査
に
つ
い
て

Jト

町
で
は
、
昭
和
訂
年
1
月
以
降
建
築
さ
れ
た
新
築
家
屋
(
増
改
築
等
を
含
む
)

に
つ
い
て
、
一
斉
に
調
査
を
行
な
い
ま
す
。

調
査
に
当
っ
て
は
、
税
務
課
職
累
2
名
1
組
で
訪
問
方
式
に
よ
り
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
該
当
す
る
方
は
よ
ろ
し
〈
ご
協
力
下
さ
る
主
つ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
勤
務
等
の
都
合
で
調
査
日
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
手
数
で
も
税
務

課
閤
定
資
産
税
係
ま
で
お
知
ら
せ
下
き
い
。

。
調
査
期
間

口
月
1
日
よ
り
臼
月
中
旬
ま
で

@

連

絡

先

役
場
税
務
課
閤
定
資
産
税
係

。
年
末
調
整
説
明
会
に
つ
い
て

宮
⑦
5
1
1
1
・
内
線
引

-
U

@
日
時
:
・
・
:
昭
和
訂
年
日
月
出
目
肘
午
前
日
時

⑧
場
所
:
:
:
大
洗
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

。
個
個
人
事
業
税
を
お
忘
れ
な
く

i
i
|
什
月
却
日
が
期
眼
で
す
-

i

昭
和
訂
年
度
個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納
期
限
を
お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
下

さ
い
。

大
洗
郵
便
胃
、
か
移
転
し
ま
す

業
務
開
始
は
竹
月
旬
自
〈
月
〉
か
ら
で
す

永
い
開
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま

し
た
大
洗
郵
便
局
が
装
い
を
あ
ら

た
に
、
こ
の
ほ
ど
海
岸
通
り
に
新

局
舎
の
落
成
を
見
る
運
ぴ
と
な
り

ま
し
た
。

今
ま
で
同
様
品
日
々
さ
ま
の
郵
便

局
と
し
て
ご
愛
顧
の
程
お
願
い
市
申

し
上
げ
ま
す
。

〈
大
洗
郵
便
局
〉

新
住
所
地

一
す
三
二

i
一
一
ニ
大
洗
町

磯
浜
六
八
八
。
一
三
六
四

移
転
後
の
電
話
番
号

郵
便
の
問
い
合
せ
は

(
七
)
ニ

O
二
二

貯
金
、
保
険
の
問
い
合
せ
は

(
七
)
一
一
一
七
一
四

そ
の
他
の
問
い
合
せ
は

(
七
)
一
一
四
二
二

局
長
室
へ
は(

七
)
四
九
三
一

|新潟舎案内図 i
円醐含 取
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大
洗
町
体
育
協
会
に
所
属
す
る
、
大

洗
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(
倉
田
実
代
表
・

指
導
者
同
名
)
が
、
訂
年
度
の
茨
城
県

「
パ
ラ
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
う
賞
式
は
去
る
日
月
幻
自
に

水
戸
市
「
知
事
公
館
」
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
が
、
次
に
受
賞
の
栄
に
浴
し
た

大
洗
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

こ
の
少
年
団
は
小
学
生

(
3
年
I
6

年
生
)
を
対
象
に
結
成
さ
れ
、
野
球
班

と
サ
ッ
カ
ー
班
を
有
し
、
現
在
、
団
員

別
名
を
ょ
う
し
て
い
ま
す
。

団
の
運
営
は
、
今
回
受
賞
の
対
象
と

な
っ
た
同
名
の
指
導
者
(
別
掲
)
の
奉

仕
に
よ
り
健
全
に
運
営
さ
れ
、
そ
の
特

色
は
、
技
術
の
習
得
一
間
よ
り

H

礼
に
始

ま
り
礼
に
終
る
々
精
神
面
の
指
導
に
重

点
を
お
く
指
導
方
針
に
あ
り
ま
す
。

団
活
動
の
状
況
は
野
球
班
が
毎
週
日

曜
日
(
午
前
)
、
サ
ッ
カ
ー
斑
は
毎
週
土

曜
日
(
午
後
)
を
練
習
待
問
に
あ
て
、

年
間
5
1
6
回
程
度
の
隣
接
町
村
と
の

書留事ま

交
歓
試
合
を
は
じ
め
、
県
大
会
、
県
民

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
出
場

し
て
い
ま
す
。
指
導
者
の
皆
さ
ん
は
ご

多
忙
の
中
、
時
間
を
き
い
て
、
毎
週
の

練
習
日
、
隔
月
の
指
導
者
会
議
、
各
種

試
合
等
に
参
加
し
、
総
て
奉
仕
に
よ
り

熱
心
な
指
導
に
当
た
ら
れ
、
父
兄
の
皆

さ
ん
か
ら
も
大
変
よ
ろ
こ
ば
れ
感
謝
さ

れ
て
お
り
、
今
屈
の
パ
ラ
賞
受
章
と
な

っ
た
わ
け
で
す
。

指
導
者
の
皆
様
も
こ
れ
を
契
機
に
今

後
益
々
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

畿
一
指
導
者
氏
名
(
敬
称
略
)

倉

田

実

、

川

崎

昌

宏

久
保
木
春
夫
、
石
塚
栄

小

磯

義

一

、

関

野

進

大

場

攻

、

回

訂

正

宮
崎
光
男
、
大
同
紀
一

+
一
寸
家
喜
則
、
鍋
谷
栄
昭

国
山
東
湖
、
岸
線
佐
内

大

部

義

実

、

木

村

巧

(3)第131号

去
る
同
月
7
日
、
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
(
岸
根
康
四
郎
会
長
・
会
員
叫

名
)
の
主
催
に
よ
る
第
初
回
目
の
か
愛

の
献
血
U

運
動
が
曲
松
公
民
館
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
目
、
ご
協
力
下
さ
っ
た
町
民
の

皆
様
方
は
山
名
に
も
達
し
、
国
本

(
O 大

洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

刑点目悩本、

A
裂
U
本、

B
型
泣
本
、
問
問

型
日
本
)
を
採
到
し
ま
し
た
。

獄
血
を
と
お
し
て
、
人
と
人
と
の
助

け
合
い
の
精
神
に
の
っ
と
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
献
血
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

去
る
日
月
日
日
、
大
洗
町
名
誉
町
民

顕
彰
祝
賀
会
が
、
大
洗
町
商
工
会
を
は

じ
め
と
す
る
町
内
各
種
口
団
体
の
主
催

に
よ
り
、
ホ
テ
ル
大
洗
荘
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

名
誉
田
町
民
称
号
は
、
「
本
町
の
発
展

に
著
し
い
功
績
の
あ
っ
た
方
に
対
し
、

そ
の
功
績
と
栄
誉
を
称
、
ぇ
、
称
号
を
贈

り
顕
彰
す
る
・
:
:
じ
も
の
で
、
去
る
6

月
7
日
開
催
の
町
議
会
臨
時
会
で
、
参
一

議
院
議
員
郡
祐
一
先
生
、
茨
城
県
議
会

議
員
小
幡
五
期
先
生
、
前
大
洗
町
長
加

藤
清
先
生
の
お
三
方
に
つ
い
て
同
意
を

得
て
こ
の
称
号
を
婚
ら
れ
ま
し
た
こ
と

は
町
民
の
皆
さ
ん
が
既
に
ご
承
知
の
と

お
り
で
す
。

祝
賀
会
当
日
、
定
刻
の
午
後
2
時
に

は
、
会
場
に
溢
れ
る
ば
か
り
に
約
制
名

の
有
志
の
方
々
が
参
会
し
、
竹
内
町
長

か
ら
名
滋
賀
町
民
(
郡
先
生
は
政
務
繁
多

の
た
め
奥
様
が
代
理
出
席
)
一
人
一
人

に
名
誉
田
町
民
記
念
章
が
贈
皇
さ
れ
、
引

き
続
き
、
受
章
三
氏
の
ご
挨
拶
、
花
束

婚
皇
、
来
賓
祝
辞
等
が
あ
り
、
次
い
で

の
祝
宴
で
は
、
簡
素
の
う
ち
に
も
華
や

い
だ
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
る
中
で
、
受

章
者
を
囲
ん
で
の
歓
談
が
和
や
か
に
続

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

去
る
9
月
目
白
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ

ー
で
、
明
正
会
を
代
表
し
て
関
根
平
士
口

会
長
と
宮
内
銀
三
郎
副
会
長
に
、
茨
城

県
議
会
議
長
の
褒
状
と
記
念
品
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

明
正
会
は
町
の
有
志
の
方
々
に
よ
っ

て
結
成
さ
れ
た
任
意
国
体
で
、
永
年
に

わ
た
っ
て
地
域
青
少
年
の
育
成
問
題
と

取
り
組
み
、
青
少
年
非
行
防
止
活
動
に

大
き
な
実
績
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

過
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
県
議
会
議

会
議
長
の
県
民
の
声
を
聞
く
集
い
(
既

報
、
広
報

η

お
お
あ
ら
い
u

第
四
号
)

で
も
、
関
根
会
長
が
「
青
少
年
の
健
全

育
成
と
非
行
化
防
止
に
は
行
政
努
力
だ

け
で
は
限
界
が
あ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
成
果
の
期
待
は
で

き
な
い
。
」
旨
の
意
見
発
表
を
行
な
い

注
目
さ
れ
ま
し
た
。

常
井
文
男
県
議
会
議
長
も
、
民
間
の

立
場
で
地
域
浄
化
の
た
め
に
ユ
ニ
ー
ク

な
活
動
を
続
け
る
明
正
会
を
高
く
評
価

さ
れ
、
今
回
、
初
の
議
長
褒
状
授
与
と

な
っ
た
わ
け
で
す
。

明
正
会
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
一
史
に
、
今
後
の
御
活
動
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

~豆お
立派君主纏と組合旗

完成に張ワ切る大洗鳶工友会

し
い
「
纏
」
を
手
に
町
の
祭
り
や
諸
行

事
に
、
見
事
な
演
技
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
披
露
さ
れ
る
日
が
楽
し
み
で
す
。

。
老
齢
年
金
を
受
け
る
ま
で
の
手
続
き

こ
の
よ
う
に
な
り
ま
す

老
齢
年
金
は
、
保
険
料
を
二
十
五
年
以
上
(
年
齢
に
よ
り
十
年
か
ら
二
十
四

年
に
短
縮
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
)
納
め
た
期
間
に
よ
り
、
六
十
五
歳
(
六
十
歳

か
ら
繰
上
げ
請
求
で
き
る
。
)
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
年
金
を
受
け
る
ま
で
は
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

請
求
す
る
と
き
持
参
す
る
も
の

年
金
子
帳
、
印
鑑
。

銀
行
、
信
用
金
庫
な
ど
に
払
込
み
を
希
望
さ
れ
る
場
合
:
・
預
金
口
座
番

号。老
齢
年
金
を
う
け
る
ま
で

明
治
中
期
に
遡
る
、
古
い
歴
史
を
持

つ
大
洗
鳶
工
友
会
(
相
沢
清
次
会
長
)

で
は
、
永
年
の
宿
顕
で
あ
っ
た
組
合
シ

ン
ボ
ル
の
か
穫
と
組
合
旗
印
を
こ
の
た

び
謂
製
し
、
そ
の
披
露
を
去
る
日
月
5

日
に
行
な
い
ま
し
た
。

鳶
職
の
皆
さ
ん
と
い
え
ば
、
先
づ
華

麗
な
イ
メ
ー
ジ
が
頭
に
浮
び
ま
す
。
向

う
ハ
チ
マ
キ
も
威
勢
よ
く
、
紺
の
ハ
ツ

ピ
と
も
も
ひ
き
姿
に
身
を
包
み
、
粋
な

い
で
た
ち
で
演
ず
る
梯
子
乗
り
、
木
遺

り
の
美
声
に
の
っ
て
の
豪
快
な
纏
の
舞
、

大
洗
鳶
工
友
会
の
皆
さ
ん
が
真
新
ら

一
毎
日
診
療
し
て
い
て
お
母
さ
ん

一
方
か
ら
よ
く
聞
か
ら
れ
る
質
問
で
、

一
間
違
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
を

ヰ
二
、
二
一
あ
げ
て
説
明
し
て
み
ま
す
。

一
①
緑
色
使
、
婦
人
雑
誌
の
付
録
や

一
家
庭
医
学
書
に
警
か
れ
て
い
る
と
み

一
え
て
「
便
の
色
が
緑
で
す
が
:
:
:
」

一
と
よ
く
質
問
さ
れ
ま
す
。

一
赤
ち
ゃ
ん
の
便
の
色
は
、
特
別
の

一
場
合
を
除
い
て
特
に
心
配
は
要
り
ま

一
せ
ん
。
大
体
赤
ち
ゃ
ん
の
病
気
は
、

一
「
便
の
色
」
と
か
「
熱
」
と
か
「
咳
」

一
と
か
、
と
い
っ
た
症
候
の
一
つ
一
つ

一
が
問
題
で
は
な
く
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の

一
全
体
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
大
切
で

ι

す。 鍵
藤
一
棚
相
談
霊

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康

豊富轄鶴学識轍f璽麓金
@テーマ 「人間・居住・環境と科学技術J

@開催地主域埠筑波研究学園都市

em引崖期間昭和60年3月17日-9丹16日

( 6ヶ月間)

模予想入場者数 2，00C万人

会場面1W'" 的 100へクタール

@規

⑧ 

な
か
っ
た
り
、
囲
数
が
2

1

3
回
一

(
赤
ち
ゃ
ん
の
使
の
回
数
は
1
日
3

一

1
4
回
迄
は
正
常
と
考
え
ま
す
。
)
一

だ
っ
た
り
、
「
食
欲
」
も
あ
り
、
元
一

気
で
、
ス
ヤ
ス
ヤ
と
よ
く
賦
る
様
な
一

場
合
は
、
先
づ
心
配
不
要
の
場
合
が
…

殆

ん

ど

で

す

。

…

手
元
に
あ
る
「
使
色
見
本
」
を
日
比
一

せ
て
説
明
す
る
と
、
大
半
の
人
が
納
一

得

さ

れ

ま

す

。

一つ

づ

く

一

(
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕
一

品込
。
年
金
の
支
払
わ
れ
る
時
期
は

次
の
通
り
に
な
っ
て
い
ま
す

〔
拠
出
年
金
〕

老
齢
年
金
:
・
一
一
一
月
、
六
月
、
九
月
、
十
一
月
。
年
四
回
。

通
算
老
齢
年
金
:
・
六
月
、
十
二
月
。
年
二
回
。

障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
・
:
三
月
、
六
月
、
九
月
、

十
二
月
。
年
四
回
。

〔
福
祉
年
金
〕

老
齢
福
祉
年
金
、
療
官
官
福
祉
年
金
:
・
四
月
、
八
月
、
十
一
月
。
年
一
二
回
。

※
支
払
わ
れ
る
月
の
前
月
ま
で
の
年
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

。
老
齢
年
金
受
給
者
の

現
況
届
は
忘
れ
ず
に
グ

(
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
)

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
引
き
続
い

て
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
確
認
を
す
る
た
め
、
毎
年
現
況
届
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
提
出
期
限
は
ご
本
人
の
誕
生
月
の
末
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
社
会
保
険
庁
か
ら
現
況
局
の
用
紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、
役
場
の

窓
口
で
、
証
明
を
し
て
も
ら
っ
て
、
す
ぐ
に
返
送
し
て
下
さ
い
。

こ
の
現
況
屈
を
し
ま
せ
ん
と
、
年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
か
ら
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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気
が
る
に
相
談
を
グ

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人
務権

見時

(
無
料
〉

、

き

十
一
月
十
九
日
(
金
)

と

一
、
と
こ
ろ

午
前
十
時
l
午
後
三
時

大
洗
町
役
場
(
一
一
一
階
会
議
室
)

*
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

*
金
銭
黛
借
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、
農
地
問
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
他
・
裁
判
費
用
(
民
事
)
の
援
助
問
題

昭
和
五
十
八
年

新
年
用
お
年
玉
っ
き
年
賀
葉
書
の
発
売

昭
和
五
十
八
年
新
年
用
お
年
玉
っ
き

年
加
翠
蓄
を
十
一
月
五
日
(
金
曜
日
)

か
ら
発
売
し
ま
す
。

8
寄
附
金
っ
き
お
年
玉
っ
き
年
賀
葉
書

一
枚
四
十
五
円

裏
面
に
国
柄
や
文
字
が
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
。飛

鱗
(
ひ
し
よ
う
)

春
の
鏡
(
は
る
の
か
ご
)

献
寿
(
け
ん
じ
ゅ
)

新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
三
種
類
の
絵
柄

が
カ
ラ

i
印
刷
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

⑧
お
年
玉
っ
き
年
賀
葉
書

煙車町

一
枚
四
十
円

大
洗
町
の
各
郵
便
局
で
発
売
さ
れ
る

枚
数
の
合
計
は
、
四
十
二
万
五
千
枚
で

す
が
、
こ
の
う
ち
一
一
一
万
三
千
枚
に
は
三

円
の
寄
附
金
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の

寄
附
金
は
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
で
約
百

六
十
七
億
円
に
も
達
し
社
会
福
祉
の
増

進
世
帯
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
心
の
こ
も
っ
た
、
美
し
く

楽
し
い
年
賀
状
で
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
社
会
福
咋
毎
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

(
大
洗
郵
便
局
)

無
料
法
律
相
談
所
開
設

-
H
l
億
人
の
法
律
扶
助

1
1

法
律
問
題
、
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お
圏
り
の

方
は
、• 

と

き

日
月

m
B

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

⑧
と
こ
ろ

主
催

財
団
法
人

法
律
扶
助
協
会

「最低賃金問知旬開」実施される

-11月21日から11月初日まで一

「確かめましょう最低賃金」という合言葉で、最低賃金周知勾聞が11月21日か

ら11月初日まで全額一せいに実飽きれます。

この旬開は、我が閣のすべての労働者に最低賃金が適用されることになった

ことから、労働省が提唱して昭和53年から行われているものであります。

茨城県でも、労働基準局と各労働基準滋督署が中心となり、ポスターやリー

フレットを配布するなどいろいろと PR作戦を展開しております。

きて、最低賃金制度は、低賃金労働者の賃金の最低額を保障することによっ

て労働条件を改善し、労働者の生活の安定をoることを目的としています。

茨城県の最低賃金は、本年10月25Bより 1日3，077円、また、パートタイ 7ー

などの時間給労働者は 385円と改正になりました。

なお、食料品製造業外 8種類の産業別最低賃金は本年11月19日よ1)、次のと

おり改正されることとなっています。

食料品製造業

….3，295円 (412円)

木材・木製品・家具・装備品製造業

...・H ・"3，530円 (441月)

パルプ・紙・紙加工品・製造業

....…"3，440円 (430円)

出版・印刷・同関連産業

...・ H ・....3，490内 (436円)

なお、上記の産業に従事する労働者で山あっても、経作業労働者(手作業によ

る運搬、清掃、片付け等)については、これらの産業別最低賃金からは除外さ

れ、茨城県最低賃金が適用されることになっております。

最低賃金についてのお問合せは、気軽に茨城労働基準局賃金課(電話0292-

24-6215) または、最寄りの労働基準監管署にお尋ね下きい。

年末高戦をのりきるためにお申込はお早自にグ
国民公庫では、年末の資金需要にお応えするため万全の態勢をととの

えて、皆様のご利用をお待ちしております。退くなりますと、年内ご融

資が街にあわない場合もありますので、お早呂に(遅くとも 11月20日頃

までに)お申込ください。

〔普通貸付〕
ご融資限度額……… 1，8007]円以内

(取扱商品の変更・業種変更等の特定設備資金は 2，700万円以内)

ご融資期間・・・ー・……運転資金 5年以内、設備資金 7年以内

(特定設備資金は10年以内)

(ご希望によっては据還期間のお取扱もできます)

利 率 … … ……年 8.2%

窯業・二七石製品製造業

...・H ・..…3，520円 (440円)

機械・金筋製品等製造業及び自動車整備業

…'3，520河 (440円)

卸売業

(425内)日・H ・H ・"3，400円

繊維産業

なお、利率は、 58年 1月から年 8.4%に引上げられますので、資金の

ご入用となるカョは、なるべくお早自にお申込ください。業種、資金使途

によって、各種の級資制度があります。

※くわしくは、係まで電話でお気軽にご相談ください。

国民金 I'~<R公庫水戸支 1古
千 310水 戸 市 南 町3-3-55

電話 0292-21-7137

(441円)

(428月)

(金額は日額、カッコ内は時間額)

… "3，530円

売 業

-・・3，425JIl

(57.9月現在)

増減率(%)

12 (97) 

“あなだが築く突通安全"

読書の秋です
正しい姿勢で、適切な照明を使いましよう l

東京電力側水戸営業所一

ご家庭で所有する照明器主主は、 1軒平均約20台。そし

て、使われる電気の約20%が、照明用です。

あかりの消し忘れをなくし、器具の手入れや交換を適

切に行なって、電気をじようずにお使いください。

〔ランプの平均寿命と 〔清婦の百安〕
耳立り替えの呂安〕

(1日5時間点灯の場合)

寿命7500時間

125 (ム24.5)

( 100) 

200 (ム21.1)

※( )内は累計を示す。

“毎月 1日は突通安全の巴"

大洗町における交通事故の発生状況

5 (ム23)

8 (ム26)

増減数前年同期

4 ( 94) 

3) 

4 (123) 

(
 

ハU

9 (71) 

1 ( 6) 

年本

負傷者数

発生件数

死 者数

喧

4年

電話料金のお支払いは

「自動支払いJで
かんTこんな手続きだけで、あとはすべて自動支払

い。あなたは期日を気にしたり、毎月足を運ぶ必要が

ありません。一一一

@毎月、請求書を書記話局から直接お取引きの銀行・信

用金庫などへ送ります。

@銀行・信用金庫などでは、支払い期日にあなたの頂

金口座から電話局へ振り替えて支払し、ます。

⑧あなたの口座から振り替えた領収書は電話局から郵

送します。この際に、併せて次

図振替えの電話料金も事前にご

案内いたします。

お申し込みは、取引先の銀行・信

用金蔵・信用組合・漁協・農協ま

たは電話局までどうぞ。(通I援と

通帳にご使用の印かんをご持参く

ださい。)

大洗電報電話局 6-2991 無駄な手簡がはぶけます

12月8日(ス1<.) 12月7臼(火) 12月6B (月) 月日

同 亀 関 大 を〔大 藤 大 16 丸 予雪 松ケ
洗 LE 洗 j先 第

村 山 観 ま尿 'FII1J
本 百T 刀{て 和P 丘 ぷヱ斗ス

整
(魚 ( 川申

光 す検後保 塗 ( 干妨高
(商 ( 宅住

桜骨
( ホ 。査!健

薪装
方t庖 万t 髭テ ;; 30セ -E3吉2 

器自7産
支底 祝町雲喜遂 秒じ 釜ノレ 蛋 lン 底 i事 場

)前 lIlJ前 lIlJ前 )町前 司3タ lIlJ脇 ) 前
εt、前

1l0 午前
機万立 ω ! 

31 午後 21 午後 lll 午部 1l0 午前
i午 2J 午後 111 午前 分間 1J1 午前 1!0 午前 時3後

2 1 10 9 肝 10 9 2 1 10 9 
30・ 20・ 30 20・ 織 30 10・ 30・ 20・ 30・ 30・ 総分30 分30 分30 分30 分 20 分30 分30 分30 分40 分30

※。 12月10臼(金) 12月百日(木) 月日

で結定の検査 57該者当き血
す者核患期的者 年 安閣

大集貫落

原 大 松 を〔 大洗

寺善富

{手
を 4 石庁

洗 し〕注
藤に t~ 受月は項 生協 町

111 
すま 検尿 f世f町

ぷZ斗" 

よ'"み F向、毎年 だけ以
( セ

豊富 室官前
。交 、!青年

妊 して絢降町 角ン 民 五器娠 実 、 い 内 5' 宣言
蚕30研 釜軍主 活 場

中総校学 な 部 に
)断J

自 3l所f前i妻型毒 )匝7前のし いの居住 前
者 て 及 満 レ

1l0 午前

糠 3C
はいぴ 15ンし 3l 後午 2l 午後 i1l 午蔀 水分 1l1 午荷 1l0 前午 時徐 る 職 歳 ト
く者場以ゲ日召

2 1 10 肝 10 9 
30 00 30 ・ 1分03・0 臓 30 30 間) 、 で 上 ン 和 分!o 分30 分20 分40 分30

午
前
川
時
l
午
後

3
時

大
洗
町
役
場
(
一
一
一
階
会
議
室
)

12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 
月/ / / / / / / / / / / / / / / / 

7 6 2 l 29 22 18 16 15 10 9 9 8 4 2 日

問機 宇L 破手百 育 機 母 成 破手百 機 手L 機 事
ム書私E 

歳
l聾テ自

歳 歳 古E 人 f碁テ日 能 歳 古E

1m 児 嵐手咳 児 回 性 病ク 風手咳 回 児 回

f夏
児 児 児

f童 一f宣
児

千夏
業

司11 健 健 予接防 中目 本目
中宮

割|
中自 接予平j直 司11 中目

健
百11、ソ

名
練 fロZァ3ト きロかァ 干重 言生 主主 三ロチ火ミ 練 i生 ク 4 手重 練 言長 急"少人 線

す者る者害障
J詩 主主主主 主主 j詩 I前 生生 す害障 妊

成人 生後 す量燈三
J爵

生後生後 者する者害際後後 後 後後 合及帯
歳 7 2 24 歳 歳 7 2 者る者

病患者及

24 者る者 歳 7 2 
主すで !尽 カ力 カ 児 児 カ カ で ぴ カ で 児 カカ で

機能
誕 月月 月 誕 i延 月月 機能 母 月 議 誕 月月

機能生 I I 主主 j生 I I f全 生 I I 

復訓回
日 8 3 48 日 日 8 3 

線回復調を

1)' 48 
復回

日 8 3 
復回 象カ カ カ カカ 力 カカ

達し
月月 月 逮 遠 月月 骨量 月

練訓を
達 月月 言11

線を
σ〕σ〉

未満 し し 0)σ〉 f主
未満 し 0)0) 

練をた 者者 た た 者者 民 T乙 者者 者必 者 σ〉 者 者 必 0) 
要必l 者 必

要 者 要 者 要
と と と と

1 9 l 1 9 9 1 9 9 9 l 9 9 1 1 

再イ時間メすー， 
2持 11時 2時 2 s寺 11時 11s寺 2 s寺 1U寺 11時 11s寺 2 a寺 11時 11時 2時 2時
時00H寺〔日 時15持15時00待。。 時 15待。。 時00待。。 H寺15時00自寺 00時15時00
30分 30分 15分 15分 30分 30分 15分 30分 30分 30分 15分 30分 30分 15分 30分
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

般
住

追罪
捜寝
家レ
伊ン
の トおよよ
知 fJ
ら J

せ
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